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モデル租税条約からみるPE（恒久的施設）課税の過去・現在・未来
－仕向地主義的課税方式導入の影響を考える－

1
�
は
じ
め
に

近
年
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
流
れ
を
受
け
、
中
国
・
イ

ン
ド
を
は
じ
め
、
か
つ
て
は
途

上
国
と
言
わ
れ
た
国
々
が
経
済

発
展
を
遂
げ
、
新
興
国
と
し
て

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
、
源
泉
地

国
で
の
課
税
権
を
拡
張
し
て
き

た
。
ま
た
長
年
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
等
国

際
会
議
の
場
で
議
論
さ
れ
た
デ

ジ
タ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
対
処

（
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
2
・
0
）
に
つ
い

て
は
、
よ
う
や
く
2
0
2
1
年

に
国
際
課
税
の
ル
ー
ル
の
見
直

し
に
つ
い
て
2
つ
の
柱
か
ら
成

る
解
決
策
が
大
枠
合
意
さ
れ
、

現
在
そ
の
具
体
化
の
作
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
と
り
わ
け
そ
の
柱
の
1
つ

（P
illar1

）
は
、
巨
大
多
国

籍
グ
ル
ー
プ
の
利
益
の
一
部

を
、
物
理
的
拠
点
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
企
業
の
製
品

・
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
地
が
所
在

す
る
市
場
国
に
配
分
し
、
そ
の

利
益
に
対
す
る
課
税
権
を
市
場

国
に
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
従

来
「
Ｐ
Ｅ
な
け
れ
ば
課
税
な

し
」
と
さ
れ
て
き
た
国
際
課
税

原
則
を
軌
道
修
正
す
る
も
の
で

あ
る
（
新
課
税
権
）。

こ
の
よ
う
な
源
泉
地
国
・
消

費
地
国
で
の
課
税
権
の
拡
大
の

動
き
に
つ
い
て
、
過
去
か
ら
の

流
れ
と
ど
の
よ
う
に
整
合
的
に

み
れ
ば
よ
い
の
か
、
Ｐ
Ｅ
課
税

の
歴
史
を
振
り
返
り
、
今
後
の

展
望
に
役
立
て
た
い
と
考
え
、

今
回
研
究
テ
ー
マ
と
し
た
次
第

で
あ
る
。

2
�
Ｐ
Ｅ
概
念
は
な
ぜ
必
要
か

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
モ
デ
ル
条
約
7
条

に
は
、
Ｐ
Ｅ
が
な
け
れ
ば
源
泉

地
国
で
の
課
税
は
し
な
い
と
い

う
原
則
と
、
Ｐ
Ｅ
が
あ
れ
ば
、

当
該
Ｐ
Ｅ
に
帰
属
す
る
所
得
の

み
が
源
泉
地
国
に
お
け
る
課
税

対
象
と
な
る
、
と
い
う
大
原
則

が
謳
わ
れ
て
い
る
。
Ｐ
Ｅ
概
念

は
事
業
か
ら
生
ず
る
所
得
に
つ

い
て
、
居
住
地
国
と
源
泉
地
国

と
の
間
の
課
税
権
の
配
分
を
担

う
租
税
条
約
上
の
概
念
と
し
て

歴
史
的
に
発
展
し
て
き
た
。
そ

し
て
Ｐ
Ｅ
に
は
、
3
つ
の
機
能

が
あ
る
と
さ
れ
る
1
。

①

閾
値
と
し
て
の
機
能
：
Ｐ

Ｅ
が
な
け
れ
ば
源
泉
地
国

の
課
税
権
を
認
め
な
い
と

い
う
形
で
、
条
約
に
よ
り

源
泉
地
国
の
課
税
権
を
制

限
す
る
機
能
。

②

源
泉
決
定
機
能
：
Ｐ
Ｅ
が

担
う
機
能
や
引
き
受
け
る

リ
ス
ク
に
応
じ
て
、
Ｐ
Ｅ

が
所
在
す
る
管
轄
地
に
応

分
の
利
益
を
配
分
し
、
そ

の
利
益
に
対
し
て
課
税
権

を
付
与
す
る
機
能
。

③

課
税
の
引
き
当
て
機
能
：

Ｐ
Ｅ
の
よ
う
な
物
的
な
も

の
が
源
泉
地
国
に
あ
れ

ば
、
執
行
上
差
し
押
さ
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

担
保
機
能
。

以
上
の
よ
う
な
機
能
を
考
え

れ
ば
、
Ｐ
Ｅ
が
物
理
的
な
存
在

で
あ
る
必
要
性
が
あ
っ
た
訳
で

あ
る
。

3
�
Ｐ
Ｅ
課
税
の
歴
史

19
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
で
は

プ
ロ
イ
セ
ン
を
中
心
に
国
家
統

一
が
行
わ
れ
ド
イ
ツ
帝
国
と
し

て
軍
事
力
・
経
済
力
強
化
が
行

わ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
当
時

ド
イ
ツ
で
は
、
産
業
革
命
に
よ

り
、
労
働
者
の
移
動
が
増
加
す

る
中
、
ド
イ
ツ
連
邦
内
の
各
ラ

ン
ト
（
地
方
団
体
）
間
に
お
け

る
事
業
所
得
の
二
重
課
税
が
問

題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
ラ
ン

ト
間
で
の
課
税
権
の
振
り
分
け

の
基
準
と
し
て
「
恒
久
的
営

業
」
と
い
う
概
念
が
誕
生
し
た

と
さ
れ
る
2
。「
恒
久
的
施
設
」

と
い
う
用
語
が
公
的
に
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
1
9

2
8
年
の
国
際
連
盟
モ
デ
ル
条

約
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
後

国
際
連
盟
モ
デ
ル
条
約
は
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
モ
デ
ル
条
約
（
1
9
7

7
年
）、
国
連
モ
デ
ル
条
約（
1

9
7
9
年
）
へ
と
引
き
継
が
れ

て
い
る
3
。

国
連
モ
デ
ル
条
約
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
モ
デ
ル
租
税
条
約
と
比
べ
、

資
本
輸
入
国
の
税
収
確
保
を
重

視
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
Ｐ
Ｅ
関
連
に
つ
い
て

も
た
と
え
ば
、
下
記
の
独
自
の

規
定
が
あ
り
、
源
泉
地
国
の
課

税
権
の
範
囲
が
広
い
内
容
と
な

っ
て
い
る
4
。

①

サ
ー
ビ
ス
Ｐ
Ｅ
5
（
5

条
）
：
企
業
の
使
用
人
そ

の
他
の
職
員
が
役
務
提
供

の
た
め
に
源
泉
地
国
の
国

内
に
一
定
期
間
（
1
8
3

日
以
上
）
滞
在
す
る
場
合

に
Ｐ
Ｅ
を
有
す
る
と
み
な

す
規
定
。

②

テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
フ

ィ
ー
（
12
条
Ａ
）
：
経
営

的
、
技
術
的
又
は
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
性
格
を
有
す

る
役
務
に
対
し
て
支
払
わ

れ
る
対
価
に
つ
い
て
、
支

払
地
国
（
源
泉
地
国
）
で

の
課
税
を
認
め
る
も
の
。

③

自
動
的
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ

ス
所
得
（
12
条
Ｂ
）
：
自

動
的
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

所
得
の
支
払
い
に
対
し

て
、
源
泉
地
国
（
市
場

国
）
で
の
課
税
を
認
め
る

も
の
。
2
0
2
1
年
度
改

訂
で
導
入
。

4
�
Ｐ
Ｅ
課
税
の
現
在
（
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
導
入
）

2
0
1
5
年
の
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
最

終
報
告
書
（
行
動
7
：
Ｐ
Ｅ
認

定
の
人
為
的
回
避
の
防
止
）
で

は
、
以
下
の
Ｐ
Ｅ
認
定
の
人
為

的
な
回
避
を
防
止
す
る
た
め
、

Ｐ
Ｅ
の
範
囲
を
従
来
よ
り
も
拡

大
す
る
よ
う
勧
告
を
行
っ
た
。

①

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ネ
ア
（
問

屋
）
契
約
を
通
じ
た
Ｐ
Ｅ

の
地
位
の
人
為
的
な
回
避

の
防
止

②

特
定
活
動
の
除
外
を
利
用

し
た
Ｐ
Ｅ
の
地
位
の
人
為

的
な
回
避
の
防
止

③

契
約
の
分
割
に
よ
る
恒
久

的
施
設
の
地
位
の
人
為
的

な
回
避
の
防
止

こ
の
勧
告
を
受
け
、
2
0
1

7
年
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
モ
デ
ル
条
約

・
国
連
モ
デ
ル
条
約
と
も
改
訂

さ
れ
た
。
ま
た
、
多
国
間
協
定

で
あ
る
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
防
止
措
置
実

施
条
約
（
Ｍ
Ｌ
Ｉ
）
6
が
Ｂ
Ｅ

Ｐ
Ｓ
防
止
措
置
の
効
率
的
で
迅

速
な
実
現
の
た
め
の
枠
組
み
と

し
て
策
定
さ
れ
た
。
Ｍ
Ｌ
Ｉ
は

現
行
の
租
税
条
約
を
修
正
す
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｍ
Ｌ

Ｉ
の
締
約
国
に
は
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
防

止
措
置
の
規
定
の
選
択
が
可
能

等
、
柔
軟
な
適
用
を
可
能
と
し

て
い
る
。
我
が
国
は
、
③
に
関

す
る
規
定
に
つ
い
て
は
不
選
択

と
し
て
い
る
。

5
�
Ｐ
Ｅ
課
税
の
未
来

Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
2
・
0
（P

illar
1

）
で
は
、
巨
大
な
多
国
籍
企

業
グ
ル
ー
プ
の
利
益
の
一
部

（
み
な
し
超
過
利
益
）
を
、
物

理
的
拠
点
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
企
業
の
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
消
費
者
が
所
在
す
る
市

場
国
に
配
分
し
、
そ
の
利
益
に

対
す
る
課
税
権
を
当
該
市
場
国

に
与
え
る
こ
と
が
合
意
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
仕
向
地
（
消
費

地
）
に
も
所
得
源
泉
が
認
め
ら

れ
る
と
す
る
仕
向
地
主
義
的
発

想
の
導
入
と
も
み
る
こ
と
が
で

き
る
7
。

従
来
は
実
物
資
産
（
物
理
的

拠
点
）
に
着
目
し
て
こ
れ
ら
が

存
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
所
得

生
産
活
動
が
な
さ
れ
、
そ
こ
に

所
得
源
泉
あ
り
と
す
る
発
想

（
原
産
地
主
義
的
発
想
）
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｐ
Ｅ
課
税
と

も
整
合
性
が
と
れ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

の
よ
う
に
源
泉
地
国
に
お
け
る

事
業
の
成
果
が
外
国
に
流
れ
出

て
い
っ
て
し
ま
う
と
き
に
う
ま

く
対
応
で
き
な
い
と
い
う
問
題

が
あ
っ
た
。

図
1
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｅ

課
税
の
流
れ
を
整
理
し
た
も
の

で
あ
る
。
ネ
ク
サ
ス
（
課
税
の

つ
な
が
り
）
は
当
初
固
定
的
・

物
理
的
で
あ
っ
た
も
の
が
、
人

的
・
非
固
定
的
な
要
素
が
加
わ

り
、
さ
ら
に
非
物
理
的
な
要
素

が
加
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
法
人
課
税
の
タ

イ
プ
も
、
原
産
地
主
義
的
発
想

か
ら
仕
向
地
主
義
的
な
発
想
に

拡
大
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
広
義
の
事
業
所
得
も
、

大
き
く
①
従
来
の
事
業
所
得
的

な
も
の
、
②
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
所
得
的
な
も
の
、
③
デ
ジ
タ

ル
サ
ー
ビ
ス
所
得
的
な
も
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
課
税
方
式
が
異

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
仕
向
地
主
義
的
課

税
方
式
に
は
次
の
疑
問
が
あ

る
。

①

物
理
的
拠
点
が
な
い
の

に
、
果
た
し
て
納
税
が
適

切
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

②

み
な
し
所
得
課
税
方
式

は
、
ネ
ッ
ト
所
得
課
税
方

式
と
比
べ
れ
ば
割
り
切
り

の
発
想
で
あ
り
、
複
雑
す

ぎ
て
も
機
能
し
な
い
が
、

一
方
で
、
現
実
と
の
乖
離

が
大
き
す
ぎ
て
も
機
能
し

な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

③

P
illar1

、
Ｓ
Ｅ
Ｐ
、
自

動
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
所

得
の
対
象
は
重
複
し
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

私
見
と
し
て
は
Ｐ
Ｅ
の
課
税

引
き
当
て
機
能
の
重
要
性
は
大

き
く
、
①
の
課
題
が
解
決
で
き

な
い
とP

illar1

も
う
ま
く
機

能
し
な
い
と
考
え
る
。
し
た
が

っ
て
、
Ｐ
Ｅ
課
税
が
廃
止
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
現
実
的
で
は

な
く
、
Ｐ
Ｅ
課
税
を
主
流
と
し

つ
つ
も
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

所
得
課
税
の
模
索
が
続
き
、
最

終
的
に
は
調
和
点
が
生
ま
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

6
�
お
わ
り
に

昨
今
Ｗ
ｅ
ｂ
3
（
Ｎ
Ｆ
Ｔ
・

メ
タ
バ
ー
ス
等
）
と
い
う
言
葉

が
流
行
し
て
い
る
。
仮
想
空
間

で
の
経
済
取
引
が
行
わ
れ
る

と
、
原
産
地
・
仕
向
地
す
ら
特

定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
等
の

新
た
な
問
題
が
生
じ
る
。
Ｐ
Ｅ

課
税
以
前
に
、
所
得
課
税
の
根

幹
に
か
か
わ
る
課
題
を
提
起
し

て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
こ
の
問

題
も
含
め
引
き
続
き
研
究
を
続

け
て
い
き
た
い
。

1

浅
妻
章
如
（
2
0
0
2
）「
恒

久
的
施
設
を
始
め
と
す
る
課
税

権
配
分
基
準
の
考
察
―
所
謂
電

子
商
取
引
課
税
を
見
据
え
て

―
」（
国
家
学
会
雑
誌
1
1
5
）

3
2
1
―
3
8
2
頁

2

吉
村
典
久
（
1
9
9
5
）「
国

際
租
税
法
に
お
け
る
恒
久
的
施

設
概
念
（
Ｐ
�
Ｅ
�
）
に
関
す

る
若
干
の
考
察
」（
ジ
ュ
リ
ス
ト

1
0
7
5
号
）
47
―
50
頁

3

Ｐ
Ｅ
課
税
の
歴
史
に
つ
い
て

は
、
矢
内
一
好（
1
9
9
2
）『
国

際
課
税
と
租
税
条
約
』（
ぎ
ょ
う

せ
い
）
に
詳
し
い
。

4

本
田
光
宏
（
2
0
2
2
）「
Ｉ

Ｆ
Ａ
日
本
支
部
：
第
8
回
ウ
ェ

ブ
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告
―
国
連
モ

デ
ル
条
約
2
0
2
1
年
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
に
つ
い
て
」（
租
税
研
究

2
0
2
2
年
7
月
号
）2
3
0
―

2
5
5
頁

5

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
モ
デ
ル
条
約
に
お

い
て
も
、
コ
メ
ン
タ
リ
ー
の
中

に
サ
ー
ビ
ス
Ｐ
Ｅ
に
関
す
る
代

替
的
規
定
が
置
か
れ
、
米
加
租

税
条
約
等
先
進
国
間
の
租
税
条

約
に
お
い
て
も
サ
ー
ビ
ス
Ｐ
Ｅ

の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

6

税
源
浸
食
及
び
利
益
移
転
を

防
止
す
る
た
め
の
租
税
条
約
関

連
措
置
を
実
施
す
る
た
め
の
多

数
国
間
条
約

7

浅
妻
章
如
（
2
0
0
4
）「
情

報
通
信
技
術
の
発
達
と
、
恒
久

的
施
設
・
所
得
源
泉
」（
租
税
研

究
2
0
0
4
年
9
月
号
）1
7
4

―
1
8
5
頁

青山 隆治〔本郷〕

日
本
税
務
会
計
学
会

令
和
4
年
11
月
月
次
研
究
会

（図1）昨今のPE課税の拡大の流れ
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